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1. ろ う染 めの歴史 は古く， 現在も広く行 なわれてい

るが，防染 剤について の科学的 研究はきわめて少 ない。

本研究では従来使用されてい る防染 剤と，防 染剤として

の可否を検討するため加え た 薬 剤 に つ き， 粘度・ 針入

度・惨透性・付着性・防染 性等につい て実験し，防染剤

についての基礎的 知見を得， かつ使用時・使用目的 に適

切 な防染剤 を配合し得る基 礎を 作る目的で行 なった。

2. 防染剤には140 °パラフ ィン,   125°パラフ ィン，白

ろう，蜜ろ う， ステアリン酸， ロジン，石 油樹脂等用い

た。付着性はガ ラス面お よび同大の セロ テープ を裏面に

密着させた綿ブロ ード(100x70mm) に0.1,0.3,0.5mm

厚さの防染剤の膜を作 り,  20°C の恒温室中にて 日本塗

料検査協会の管理基準お よび取扱い基準 に よ る 描 画 試

験， クロ スカ ット試験，エ リクセン試験を 行ない， 針入

度はJISK2808 アスフ ァルト針入度試験器によって行な

った。
3. 描画・ クロ スカ ット試験の結果　蜜ろう，白ろう

は付着性が よく，ロ ジン，石油樹脂は剥 離し易い。 エリ

クセン試験の結果 も蜜ろ うは付 着 性 よ く， ク ラック は

140 °パラフ ィンに多 く， 膜厚 の大 なものほ どクラックが
多い。なお造膜 の際の温 度，造 膜後試験実 施まで の経過

時間が試験結果 に影響 する。布 上の防染剤 の膜厚が0.1

ｍｍでは，いず れも防染性は ない が,  0.3inm では防染

性があ り0.5mm になって も大差がない。 なお セロフ

ァン上の防染性 につい ても報告する。


